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9月 1日は、保存食を食べる日！ 

 最近、いろいろなお店で手に入る保存食。賞味期限は3

年から5年と、長いものが主流です。 

 しかし、逆に長すぎて賞味期限を忘れてしまい、気が付

いたら期限が切れていた、なんてことはありませんか？ 

 そんな時には、「9月1日を保存食の日」と決めてしま

うのはどうでしょう。年に一度、決められた日に家族で保

存食を食べて新しく買い置けば、賞味期限が切れる心配は

ありません。 

 また、年に一度新しくするなら、高い保存食を買う必要

もありません。市販のレトルト食品やカップ麺・缶詰など

は、1年ぐらいの賞味期限があるからです。 

 また、冷蔵庫の中に常備菜（じゃが芋・玉ねぎ・人参な

どよく使う野菜）のストックがあることも、保存食と合わ

せて非常時にはありがたいことだと思います。 

 小さなお子さんを連れて、「もしも」の災害を乗り切る

ために、必要な備えは整えたいですね。 

     

コンソメスープ 
災害時、ありあわせの野菜を煮てスープに

すれば、子どもは食べやすくてお勧めです 

材料（4人分） 

 キャベツ2枚 人参１/3本 玉ねぎ１/2個 

 じゃが芋1個 （他、ありあわせの野菜） 

 コンソメ2個 水4カップ 塩コショウ少  々

  

作り方 

 ①人参・玉ねぎ・じゃが芋は皮をむく。 

 ②野菜をすべて1センチ角に切る。 

 ③鍋に②を入れ、中火にかける。 

 ④野菜に火が通ったら、コンソメを入れ、塩コショウで味

を調えて完成。 

☆ベーコン・ウインナーなどがあれば、スープに入れるとだ

しが取れます。また、ホールコーン缶は缶汁ごとスープに使

えます。 

     

★防災食を食べました！！ 

防災の日(9 月 1 日)の防災訓練後、炊き出しや簡易トイレの使い方の訓練を行いました。防災食として今年はレト

ルトカレーをラップを敷いたお皿で、スープは紙で作ったカップで食べました。災害はいつ起こるかわからないた

め、ぜひ参考にしてみてください。 

◎紙カップの作り方◎                    ぞう・きりんぐみは自分で作ったカップ、 

                             くまぐみは紙コップに袋を被せた物を使いました。 

 



                                                                                                          


